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第 155号年 4月 1日

2
0
1
4年
度

第

4
固
奨
学
生
選
考
委
員
会

（平成27) 

1
月
幻
日
、

「
2
0
1
4
年
度
第
4
回

奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
東
京
・
千
代

田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
、

「第

4
回
奨
学
生
出
願
者
（

1
月
日
日

締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
小
学
生

1
人
、
中
学
生

2
人、

高
校
生
等
3
人
の
合
計

6
人
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

よだ

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

3
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

ム一品英育

2
0
1
4
年
度
第
3
回
理
事
会

3
月
5
日、

「
2
0
1
4
年
度
第
3
回

理
事
会
』
が
東
京

・
千
代
田
区
の
コ
ー

プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

で
は
①

2
0
1
5年
度
事
業
計
画
（
案
）

お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、

②

2
0
1
5
年
度
役
員
報
酬
（
案
）
に

つ
い
て
、

①
辞
任
に
伴
う
後
任
理
事
候

補
者
（

1
名
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、
①

補
欠
評
議
員
候
補
者
（
1
名
）
の
推
薦

に
つ
い
て
、
⑤
諸
規
程
の

一
部
改
正
に

つ
い
て
、

⑥

2
0
1
4
年
度
第
3
回
評

議
員
会
の
招
集
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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水色の羽根募金運動

2
0
1
4
年
度
第
3
回
評
議
員
会

3
月
四
日
、

『
2
0
1
4
年
度
第

3

回
評
議
員
会
』
が
東
京

・
千
代
田
区
の

コ
l
プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
①

2
0
1
5
年
度
事
業
計
画

（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て、

①

2
0
1
5年
度
役
員
報
酬
（
案
）

に
つ
い
て
、

①
辞
任
に
伴
う
後
任
理
事

（
1
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
、

④
補
欠

評
議
員
（
1
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
理
事
｜
勘
場
賢
次
氏
（
全
日
本
海
員

組
合
総
務
局
長
）

マ
評
議
員
｜
安
部
典
子
氏
（
全
国
都
道

府
県
教
育
委
員
会
連
合
会
事
務
局

長）

－
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奨
学
生
・
保
護
者

交
流
活
動
行
事
（
計
画
）

本
会
で
は
育
英
事
業
の
推
進
に
必
要

な
事
業
と
し
て
、
普
及
指
導
事
業
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
と
し

て
「
奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
（
仮

称
一

2
0
1
5
ふ
れ
あ
い
旅
行
こ
を

本
年
度
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
奨
学

生
だ
け
で
は
な
く
保
護
者
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
同
じ
境
遇

に
あ
る
者
同
士
が
日
ご
ろ
胸
に
秘
め
た

不
安
や
悩
み
を
語
り
合
い
、
親
睦
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
現
段
階
で
の
計
画
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
対
象
ご
家
族
に
は
、

実
施
内
容
資
料
を
本
会
か
ら
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。
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ま 日 業

程
一

7
月
白
日

1
8月
2
日

（

2
泊
3
日）

対
象
者
一
全
国
の
小
学
校
2
年
生

1
中

学

2
年
生
の
奨
学
生
と
そ
の

保
護
者

所
一
静
岡
県
掛
川
市

・
ヤ
マ
ハ
リ

ゾ
l
卜
つ
ま
恋
（
予
定
）

日t曇hF
昨
年
度
は
那
須
高
原
で
熱
気
球
に
乗
り
ま
し

た
。

、，．‘
」．． 

業
・
こ
進
学

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

こ
進
級

新
年
度
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

既
に
、
漁
連
や
漁
協
な
ど
を
通
じ
、

本
会
か
ら
の
案
内
文
書
を
受
け
取
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
奨
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
進
路
に
応
じ
た
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
下
記

の
表
に
て
、
対
象
と
な
る
学
年
と
必
要

な
書
類
を
ご
確
認
の
上
、
期
日
ま
で
に

本
会
へ
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。
な
お
、

書
類
を
提
出
さ

れ
な
い
方
に
は
、
本
年
度
第
1
回
（
5

月
お
日
）
の
送
金
が
で
き
な
く
な
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
氏
名

・
住
所
な
ど
本
会
へ

の
届
出
事
項
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
所

属
の
漁
連

・
漁
協
、
ま
た
は
本
会
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

返
還
奨
学
生
の
皆
さ
ん
へ

現
在
、
返
還
を
行
っ
て
い
る
奨
学
生

で
転
居
や
転
勤
、
ご
結
婚
よ
る
改
姓
な

ど
さ
れ
た
方
は
本
会
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
止
む
得
な
い
事
情
で
返
還
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
既
に
滞
納
金
が

発
生
し
て
お
困
り
の
場
合
は
、
－
人
で

悩
ま
ず
、
本
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
返
還
さ
れ
た
お
金

は
、
後
輩
の
奨
学
生
に
再
び
奨
学
金
と

し
て
貸
与
さ
れ
る
資
金
と
な
り
ま
す
。

1
人
で
も
多
く
の
後
輩
に
進
学
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
奨
学
金
の
返
還
は

確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

。
締
切
日

2
0
1
5
年
4
月
お
日
本
会
必
着

※
漁
連
・
漁
協
な
ど
か
ら
通

知
を
受
け
取
ら
れ
た
方

は
、
日
日
ま
で
に
各
団
体

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
よ
く
あ
る
ご
質
問

‘tQ．
高
校
を
退
（
休
）

S
B
学
し
ま
し
た
、が
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

h
ι
A．
退
（
休
）
学

a
vh
d
屈
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
在
学
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
期
間
に
受
領

し
た
学
資
給
与
金
は
返
金

し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

‘tQ．
海
外
の
大
学

dsへ
進
（
留
）
学
し

ま
す
が
、
奨
学
金
は
受
け

ら
れ
ま
す
か
？

hua』

A
．
残
念
な
が
ら

4
3
日
本
国
内
の
大
学
・

奨
学
生
来
申
請
者
は

い
ま
せ
ん
か
っ

皆
さ
ま
の
ま
わ
り
に
、
海
難
遺

児
で
い
ま
だ
奨
学
生
の
申
請
を
さ

れ
て
な
い
方
は
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
？
も
し
、
地
域
に
そ
の
よ

う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
本

会
ま
た
は
も
よ
り
の
J

F
漁
連
等

窓
口
へ
至
急
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
で
死

亡
・
行
方
不
明
と
な
ら
れ
た
漁
業
従
事

者
お
よ
び
漁
船
等
海
難
救
助
協
力
者
の

お
子
さ
ん
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

専門学校（修業年数2年以上）

外は認められません。

対象者 提出書類

新入園児
2011年4月2日～ 2012年4月1月生で

（満3歳児）
4月から幼稚園等に入園された方 0学資給与奨学生願書と附属書類

または既に保育所に在所中の方

新入学生 4月から小・中・高等学校等に入学された方
（新 1年生） 0在学証明書

進級者 幼稚園・高等学校・大学等に在学中の方
0進路報告 （中学校卒業者のみ）

給与終了者
3月に高等学校等を卒業された方

0進路報告

または給与期聞が満期を迎えられた方
0奨学金貸与奨学生願書と附属書類

（貸与希望者のみ）

0進路報告

貸与終了者
3月に大学等を卒業された方

0借用証書 ・奨学金返還明細書

または貸与期間が満期を迎えられた方
0連帯保証人職業届

0住所・ 職業届または入（在）学届

（進路l』よりどちらか選択）

。提出書類一覧表

育英会ホームページ ⑥ 再生紙使用

以

http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 

注 対象者でない方も含め、休学・復学・転学・退学 ・転居・改姓などされた奨学生は各局出用紙の提出が必要です。
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第
羽
田
全
国
青
年
・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会

年 4月 1日

2
月
初
、
幻
日
の

2
日
間
、
東
京
・

千
代
田
区
の
「
グ
ラ
ン
ド
ア
l
ク
半
蔵

門
」
に
て

「第
初
回
全
国
青
年

・
女
性

漁
業
者
交
流
大
会
」
（J
F
全
漁
連
主

催、

J

F
全
国
女
性
連
・

J

F
全
国
漁

青
連
協
賛
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
青
年
・
女
性

漁
業
者
が
、
日
ご
ろ
の
研
究

・
実
践
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識
や
情
報
を

共
有
・
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
水
産
業

・

漁
村
の
発
展
と
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
全
国
か
ら
ぬ
グ
ル
ー
プ
が

参
加
さ
れ
、

1
日
目
に
活
動
の
実
績
発

表
と
討
論
が
、

2
日
目
に
各
部
門
の
講

評
、
意
見
交
換
、
受
賞
作
品
の
発
表
と

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
大
会
2
日
目
、
会
場
ロ

ビ
l
に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
い
、
来

場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
主
催
者
は
じ

め
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（平成 27) よだム一
A英育( 2) 

一

ご
寄
附
の
お
礼

一

2
0
1
4
年
ロ
月
か
ら
2
0
1
5
年

2
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尉
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ぽ
さ
ト
向

〔
吃
月
〕

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩
。
秋
田
県
マ
山
岸
剛

O
茨

城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉

県
マ
小
野
弼
マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗

マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
演
田
研

一

マ
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ

猪
苗
代
健

一
一〉
大
類
裕
久
マ
坂
口
は
つ

子
マ
平
田
淳

一
一〉
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

。
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ

勝
野
輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺

富
美
子
マ
木
部
茂
徳
マ
高
田
明
生
マ
戸

田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
本
京
子
マ
長

谷
成
人
マ
贋
江
志
賀
子
マ
贋
重
和
夫
マ

本
川

一
善
マ
松
井
明
マ
水
田
正
和
マ
向

井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ

遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐

藤
明
美
マ
中
村
芳
正
マ
正
木
勝
美
マ
大

和
陸
子
。
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡

県
マ
古
寺
健
二
。
大
阪
府
マ
道
本
孝
治

O
兵
庫
県
マ
武
田
佳
子
。
山
口
県
マ
熊

谷
佐
枝
子

O
長
崎
県
マ
寺
島
和
子

O
大

分
県
マ
中
嶋

一
太

〔1
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美
O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子
。
埼
玉
県
マ
宇
賀
神
義
宣
マ

古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ

田
口
昭
博
マ
漬
田
研

一一〉
松
本
安
裕

O

千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一マ

大
西
絹
子
マ
大
類
裕
久
マ
坂
口
は
つ
子

マ
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満
。

東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
勝
野
輝
美
マ
鮒

洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美
子
マ
木
部

茂
徳
マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋

信
博
マ
根
本
京
子
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
普
マ
松
井
明
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈

川
県
マ
遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊

子
マ
佐
藤
明
美
マ
浜
喜
水
産
側
代
表
取

締
役
太
田
昌
之
マ
正
木
勝
美

O
静
岡
県

マ
古
寺
健
二
O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

。
大
分
県
マ
山
口
英
文

〔
2
月〕

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

4-•tla ＋＃•事録＠鎌＋ •4' 鈴＠鎌＋•ta 
- ～漁船海難遺児と母の文集～作文・詩歌・イラスト募集 -

『・「 1970年に設立されました本会は、来秋 10月29l:Iをもって無事 45周年を迎えます。 ．． r-． 本会でU まで 設立5年毎の筋日にこ奨学生ならびに保5
本にとりまとめ、 「漁船海難遺児と母の文集Jとして第 8集まで刊行してまいりました。これらの作品

はいずれも、奨学生保護者の削まと本会の畑な記録であるとともに、命の大切さや海難事故絶 縁
$ 附く国民の皆さまに訴える大きな原動力とし叩叫たしており抗

つきましては、 45周年におきましでも、引き続き文集を刊行するべく、奨学生やそのご家族の皆さ

歌・イラストを新たに募集致します。

概要領は下記のとおりですが ご不明な点などございましたら、本会までお気軽にお問い合わせ 指
令 ください。

皆さまお忙しいととと思いますが、ぜひともご協力いただきますようお願い致します！

. 募集要領 . 

- ［対 象］本会奨学生の方（過去明生日 方も含む）またはそのご家族

［題材］自由・,1i故防止を願って、お父さんとの思い山、 お母さんや寄附す骨の符さまへの感謝の気持ち、将

- 来の夢など文fil1:m応いものをお選びください。 -
. ． イラストは怖として使用致 しますー………胴の問題により -

ごi卓慮願います

［様 式］作文・詩歌・ 800～ 1,600字程度

イラスト ハガキ～ A4サイズ大のもの " .. ’e 、 ． 作文詩歌帥刊持ち 稲附
)11紙をお送りしますので、そちらをご利問くださL、。（特に脱制I孟ありません。パソコンに ．圃E

－ 

4’ よる出力も可
。） 

． 学校の授業で主M、れた作品を送っていただいても結構です ただし、コンクールなどへ出品

令 された作品は問の問題問叫合川りますのて注意ください。
． 作品には氏名 ・住所 ・際組のほか、保護おかそのご家族かを必ず記載してください

縁 ［応募方法］郵送、 FAX、Eメール

． メーjしに添付いただく原稿ファイルの形式は「ワードJと 「テキスト」に｜唄らせていただき

＠ ． ；ふれかる （もしくはされていた）漁 附 速 に 雌 州 問 い 問 、 て も 州 内 ． 
. ［締 切］初15年4月30日本会必着 . 

+ 1~－：＝~レ；r足立i29 B ’ 
公益財団法人漁船海簸遺児育英会

干 1川 W 東京都千代回区内神田 1-2-1ダコタハウス 5階 ’ • 4惨 TEL：附 5186121 （平日9～ 17時まで） /FAX 03-3518 附 間 受 付） 

E-mail mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

- ＊ご応募いただいた方全員に 文集と記念品 （商品券判000）を贈呈致します。 -

＊掲載l時に作品の一部を編集させていただく場合がございます。また、ご応募L、ただいた作品は基本 ” 
. 的に返却致しませんのでご了承ください。 . 

.. .，，‘’‘＋•••＋•••ft•’鎌＋ •4-
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
漬

田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀

久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一
〉
岩
崎
昌
子
マ
大

類
裕
久
マ
坂
口
は
つ
子
マ
宮
津
敏
彦
マ

若
林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川

謙
二
マ
勝
野
輝
美
マ
掛
洗
洋
取
締
役
会

長
江
刺
富
美
子
マ
木
部
茂
徳
マ
須
藤
徳

之
マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信

博
マ
根
本
京
子
マ
春
田
孝
二
郎

・
朝
子

マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松
井
明
マ

水
田
正
和
マ
向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

。
神
奈
川
県
マ
遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ

越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美
マ
正
木
勝
美
。

富
山
県
マ
J

F
く
ろ
べ

O
静
岡
県
マ
古

寺
健
二
O
大
阪
府
マ
角
丸
英
子
。
兵
庫

県
マ
武
田
佳
子

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝

子

水
色
の
羽
根
募
金

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
吃
月
〕

O
北
海
道

マ
J

F
湧
別
代
表

理
事
組
合
長
石
本
武
男

O
東
京
都
マ
J

F
全
漁
連
／
購
買
事
業
部
石
油
第

一
課

釧
路
油
槽
所

・
八
戸
油
槽
所

・
境
港
油

槽
所

・
長
崎
油
槽
所
／
石
油
第
二
課
油

質
研
究
所
／
東
北
事
業
所

・
仙
台
駐
在

。
富
山
県
マ
車
正
利
マ
森
巌

O
静
岡
県

マ
静
岡
県
温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
沼

津
分
場
職
員
。
愛
知
県
マ
J

F
大
井

O

京
都
府
マ
京
都
府
立
海
洋
高
等
学
校
生

徒
会

O
広
島
県
マ
J

F
尾
道
東
部

O
徳

島
県
マ
J

F
椿
泊
マ
徳
島
県
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会
。
愛
媛
県
マ
J

F
桜
井

マ
J

F
長
浜
町

O
高
知
県
マ
J

F
安
芸

マ
J

F
橘
浦
マ
J

F
久
礼
マ
J

F
高
知

県
佐
賀
統
括
支
所
・
室
戸
統
括
支
所
・

子
結
支
所
・
伊
田
支
所
マ
J

F
高
知
漁

連
マ
高
知
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
高

知
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J

F
高
知
信
漁

連
マ
J

F
須
崎
町
マ
J

F
共
水
連
四
国

事
業
本
部
高
知
支
店
マ
全
国
合
同
漁
業

共
済
組
合
高
知
県
事
務
所
マ
J

F
奈
半

利
町
マ
J

F
浜
改
田
マ
J

F
浜
改
田
マ

J

F
野
見
。
福
岡
県
マ
福
岡
市
鮮
魚
仲

卸
協
同
組
合
理
事
長
安
部
泰
宏

O
長
崎

県
マ

「
な
が
さ
き
実
り

・
恵
み
の
感
謝

祭

2
0
1
4
」
実
行
委
員
会
J

F
・
水

産
グ
ル
ー
プ
事
務
局
マ
J

F
阿
須
湾
マ

蜘
ア
ド
長
崎
新
聞
マ
J

F
長
崎
漁
連

〔
1
月〕

O
北
海
道
マ
今
隆
｜
御
母
堂

様
葬
儀
香
典
返
し
の

一
部

O
青
森
県
マ

J

F
奥
戸
マ
J

F
横
浜
町
マ
J

F
階
上

マ
J

F
外
ヶ
浜
マ
J

F
関
根
浜
マ
丸
本

末
義
マ
J

F
後
潟
マ
J

F
佐
井
村
マ
J

F
三
沢
市
マ
J

F
十
三
マ
青
森
県
漁
業

共
済
組
合
マ
J

F
青
森
信
漁
連
マ
J

F

青
森
市
マ
J

F
泊
マ
J

F
八
戸
鮫
浦
マ

J

F
脇
野
沢
村

O
宮
城
県
マ
地
励
協

O

福
島
県
マ
い
わ
き
家
畜
保
健
衛
生
所
マ

い
わ
き
教
育
事
務
所
マ
い
わ
き
建
設
事

務
所
マ
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工

部

・
県
税
部

・
県
民
部

・
出
納
室
マ
い

わ
き
農
林
事
務
所
マ

（
公
財
）
福
島
県

栽
培
漁
業
協
会
マ
相
双
保
健
福
祉
事
務

所
い
わ
き
出
張
所
マ
福
島
県
鰹
鮪
漁
業

者
協
会
マ
福
島
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協

議
会
マ
福
島
県
漁
船
保
険
組
合
マ
福
島

県
漁
連
役
職
員
厚
生
会
マ
福
島
県
水
産

試
験
場
マ
福
島
県
水
産
事
務
所
。
東
京

都
マ
J

F
全
漁
連

O
石
川
県
マ
横
川
幸

江
マ
石
川
県
漁
協
女
性
部
輪
島
崎
支
部

マ
石
川
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
マ

J

F
い
し
か
わ
本
所
・
か
な
ざ
わ
総
合

市
場

・
押
水
支
所
・
小
木
支
所
・
西
海

支
所

・
南
浦
支
所
マ
石
川
県
漁
業
士
会

マ
J

F
石
川
信
漁
連
加
賀
代
理
店
マ
涌

村
邦
江

O
静
岡
県
マ
J

F
戸
田
マ
J

F

焼
津
マ
焼
津
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
マ

静
岡
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J

F
静
岡
信

漁
連
本
所
。
福
井
県
マ
J

F
越
前
町
マ

J

F
若
狭
高
浜
マ
J

F
若
狭
三
方
マ
J

の 羽根募金水色!! 手をの愛漁船海 難遺児
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F
敦
賀
市
マ
J
F
美
浜
町
マ
J
F
福
井

市

O
和
歌
山
県
マ
宇
久
井
漁
協
女
性
部

マ
J
F
海
南
市
マ
J
F
戸
坂
マ
J
F
雑

賀
崎
マ
寺
西
忠
史
マ
勝
浦
漁
協
女
性
部

マ
J
F
勝
浦
マ
由
良
町
漁
協
女
性
部
マ

和
歌
山
県
漁
協
女
性
部
連
合
会
マ
J
F

和
歌
山
東

O
広
島
県
マ
J
F
阿
賀
マ
J

F
安
浦
マ
J
F
蒲
刈
町
マ
J
F
向
島
町

マ
J
F
広
マ
広
島
県
漁
業
共
済
組
合
マ

J
F
広
島
漁
連
マ
広
島
県
漁
船
保
険
組

合
マ
J
F
広
島
信
漁
連
・
本
店
・
福
山

支
店
マ
J
F
江
田
島
マ
J
F
三
高
マ
J

F
川
尻
マ
J
F
田
原
マ
J
F
田
島
マ
J

F
東
江
マ
J
F
輔
の
浦
マ
地
励
協

O
徳

島
県
マ
J
F
小
松
島
マ
上
田
幸
男
マ
地

励
協

O
香
川
県
マ
J
F
庵
治
マ
J
F
引

田
マ
J
F
鴨
庄
マ
寒
川
昌
彦
マ
J
F
観

音
寺
マ
観
音
寺
市
水
産
振
興
連
絡
協
議

会
マ

（
公
財
）
香
川
県
水
産
振
興
基
金

マ
J
F
香
西
マ
香
川
県
漁
業
共
済
組
合

マ
J
F
香
川
漁
連
マ
香
川
県
漁
業
信
用

基
金
協
会
マ
香
川
県
漁
船
保
険
組
合
マ

J
F
香
川
信
漁
連
マ
香
川
県
水
産
会
館

互
助
会
マ
香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課

マ
J
F
高
松
市
瀬
戸
内
マ
J
F
共
水
連

四
国
事
業
本
部
香
川
支
店
マ
J
F
多
度

津
町
マ
J
F
多
度
津
町
高
見
マ
多
度
津

町
産
業
課
マ
J
F
白
方
マ
J
F
牟
礼
マ

J
F
与
島
マ
地
励
協

O
高
知
県
マ
J
F

吉
良
川
町

O
福
岡
県
マ
J
F
共
水
連
九

州
事
業
本
部
福
岡
支
店
マ
福
岡
県
漁
業

共
済
組
合
マ
福
岡
県
漁
業
信
用
基
金
協

会
マ
福
岡
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J
F
福

岡
信
漁
連
マ
福
岡
県
水
産
団
体
指
導
協

議
会

O
長
崎
県
マ
J
F
共
水
連
長
崎
県

事
務
所
マ
長
崎
県
漁
業
共
済
組
合
マ
長

崎
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
（
悠
水
会
）

マ
長
崎
県
漁
船
保
険
組
合
マ
J
F
長
崎

信
漁
連

O
大
分
県
マ
J
F
共
水
連
大
分

県
事
務
所
マ
全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

大
分
県
事
務
所
マ
村
上
篤
マ
大
分
県
漁

協
女
性
部
杵
築
支
部
マ
大
分
県
漁
協
青

年
部
杵
築
支
部

マ
J

F
お
お
い
た
本

年 4月 1日よだム一
A英τ民

同( 3) 

店

・
下
入
津
支
店

・
杵
築
支
店

・
佐
賀

関
支
店

・
佐
伯
支
店

・
上
浦
支
店
・
長

洲
工
場
・
姫
島
支
店

・
保
戸
島
支
店

・

名
護
屋
支
店

・
国
見
支
店
マ
大
分
県
漁

業
士
連
絡
協
議
会
マ
大
分
県
漁
業
信
用

基
金
協
会
マ
大
分
県
漁
船
保
険
組
合
マ

大
分
県
中
部
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部

水
産
班
マ
大
分
県
東
部
振
興
局
農
山
漁

村
振
興
部
水
産
班
マ
大
分
県
南
部
振
興

局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班
マ
大
分
県

農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
水
産
研

究
部
マ
大
分
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興

課

・
漁
業
管
理
課

・
漁
港
漁
村
整
備
課

〔
2
月〕

O
岩
手
県
マ
鮒
神
野
商
店
マ

岩
手
県
漁
業
共
済
組
合

O
東
京
都
マ
に

い
じ
ま
漁
協
女
性
部
マ
J
F
に
い
じ
ま

マ
塚
本
亨
｜
香
典
返
し

マ
地
励
協

O
石

川
県
マ
小
川
優
子
｜
香
典
返
し

マ
西
崎

英
雄
マ
地
励
協

O
静
岡
県
マ
J
F
大
井

川
港
マ
J
F
田
子
の
浦

O
愛
知
県
マ
地

励
協
｜
「
の
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
」
イ
ベ

ン
ト
時
募
金

O
山
口
県
マ
山
口
県
水
産

振
興
課
マ
山
口
県
実
績
発
表
大
会
実
行

委
員
会
マ
地
励
協

O
熊
本
県
マ
地
励
協

O
鹿
児
島
県
マ
鹿
児
島
県
漁
協
女
性
部

連
合
会

2
、

一
般
寄
附

〔
吃
月
〕

O
北
海
道

マ
丸
銀
漁
業
側
マ

釧
路
ア
ポ
ロ
石
油
掛
マ
釧
路
町
昆
布
森

港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
坪
俊
逸
マ
日

東
水
産
駒
マ
波
間
漁
業
側
マ
北
海
道
函

館
水
産
高
等
学
校
マ
伺
弐
本
滝
漁
業
。

青
森
県
マ
マ
ル
ヨ
水
産
駒
マ
鮒
弘
前
丸

魚
マ
鮒
福
島
漁
業
マ
久
栄
漁
業
側
マ
青

森
県
立
八
戸
水
産
高
等
学
校

O
岩
手
県

マ
釜
石
海
上
保
安
部
マ
岩
手
県
立
久
慈

東
高
等
学
校
マ
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高

等
学
校
マ
宮
古
海
上
保
安
署
マ
金
沢
漁

業
蜘
代
表
取
締
役
金
津
俊
明
マ
村
上
三

男
マ
伺
大
井
漁
業
部
マ
鈴
木
佐
智
子
。

宮
城
県
マ
海
形
水
産
側
代
表
取
締
役
佐

藤
和
哉
マ
鮒
カ
ネ
コ
橋
沼
商
店
マ
蜘
仙

台
水
産
マ
蜘
鈴
木
漁
業
マ
高
橋
寿
マ
水

野
水
産
制
マ
菅
野
静
春
マ
仙
台
漁
業
調

整
事
務
所
マ
大
興
水
産
蜘
マ
朔
洋
船
舶

冊
。
秋
田
県
マ
大
館
市
青
果
魚
類
卸
売

冊
。
山
形
県
マ
J
F
全
漁
連
購
買
事
業

部
石
油
第

一
課
酒
田
油
槽
所
。
福
島
県

マ
掛
酢
屋
商
店
マ
水
野
水
産
制
マ
矢
吹

正

一
O
茨
城
県
マ
蜘
石
田
丸
漁
業
代
表

取
締
役
石
田
洋

一マ
側
高
木
商
店
マ
附

か
ね
き
う
代
表
取
締
役
遠
藤
浩

一
マ
石

川
正
明
。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通
マ
森
安

良

O
千
葉
県
マ
極
東
オ
イ
ル
附
マ

（公

財
）
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
中
央
研
究

所
マ
千
葉
県
立
勝
浦
若
潮
高
等
学
校
マ

千
葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
学
校
マ
全
国

漁
業
協
同
組
合
学
校
マ
飯
村
久
子
マ
清

水
通
雄

O
東
京
都
マ

（
一
社
）
全
国
い

か
釣
り
漁
業
協
会
マ
ニ
チ
モ
ウ
蜘
／
ニ

チ
モ
ウ
側
役
員
・
従
業
員
／
ニ
チ
モ
ウ

フ
l
ズ
鮒
本
社
・
大
阪
営
業
所
・
広
島

営
業
所

・
福
岡
出
張
所
／
北
海
道
ニ
チ

モ
ウ
蜘
／
東
北
ニ
チ
モ
ウ
鮒
／
西
日
本

ニ
チ
モ
ウ
側
／
日
網
興
産
蜘
／
側
ニ
チ

モ
ウ
ワ
ン
マ
ン
／
鮒
ニ
チ
モ
ウ
マ
リ
カ

ル
チ
ャ
ー
／
側
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ィ

マ
伊
藤

忠
エ
ネ
ク
ス
蜘
マ

（
一
財
）
中
央
漁
業

操
業
安
全
協
会
マ

（
一
財
）
日
韓
・
日

中
新
協
定
対
策
漁
業
振
興
財
団
マ

（
一

財
）
海
苔
増
殖
振
興
会
マ

（
一
財
）
東

京
水
産
振
興
会
マ

（
一
財
）
日
本
鯨
類

研
究
所
マ

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
マ

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー

マ

（
一
社
）
全
固
ま
き
網

漁
業
協
会
マ
（

一
社
）
全
国
近
海
か
つ

お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
マ

（
一
社
）
海

外
ま
き
網
漁
業
協
会
マ

（
一
社
）
自
然

資
源
保
全
協
会
マ

（
一
社
）
全
国
漁
業

無
線
協
会
マ

（
一
社
）
大
日
本
水
産
会

マ

（
一
社
）
日
本
鰹
節
協
会
マ
海
洋
土

木
船
マ
蜘
ケ
イ
ア
ン
ド
テ
ィ

マ
側
日
本

丸
マ
宮
原
邦
之
マ
漁
業
者
国
民
年
金
基

金
マ
漁
船
保
険
中
央
会
マ

（
公
財
）
海

外
漁
業
協
力
財
団
マ

（
公
社
）
全
国
豊

か
な
海
柄
つ
く
り
推
進
協
会

マ

（
公
社
）

日
本
海
難
防
止
協
会

マ

（
公
社
）
日

本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協
会

マ

（
一
社
）
漁
業
経
営
安
定
化
推
進
協

会
マ
阪
井
光
平
マ
若
井
克
友
マ
新
法
律

事
務
所
マ
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課

・
整
備
課

・
防
災
漁
村
課
／
漁
政

部
漁
政
課
船
舶
管
理
室

・
水
産
経
営

課

・
漁
業
保
険
管
理
官
室

・
企
画
課
／

資
源
管
理
部
漁
業
調
整
課
・
国
際
課
／

増
殖
推
進
部
研
究
指
導
課
マ
清
水
政
幸

マ
石
油
防
災
附
マ
泉
津
和
行
マ
全
国
さ

ん
ま
棒
受
網
漁
業
協
同
組
合
マ
全
国
遠

洋
沖
合
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
全
国
漁

業
共
済
組
合
連
合
会
マ
全
国
漁
港

・
漁

村
振
興
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
J
F

共
水
連
マ
全
国
水
産
加
工
業
協
同
組
合

連
合
会
マ
全
国
水
産
物
卸
組
合
連
合
会

マ
町
田
幸
子
マ
東
京
水
産
タ
ー
ミ
ナ
ル

附
マ
東
京
北
魚
掛
マ
東
検
産
業
附
マ
N

P
O
水
産
業
・
漁
村
活
性
化
推
進
機
構

マ
側
農
林
漁
業
信
用
基
金
マ
日
本
か
つ

お

・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同
組
合
マ
日
本
鰹

鮪
漁
船
保
険
組
合
マ
日
本
小
型
船
舶
検

査
機
構
マ
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保

険
機
構
マ
農
林
中
央
金
庫
／
農
林
中
央

金
庫
役
職
員
マ
農
林
中
金
ア
カ
デ
ミ
ー

マ
望
月
英
夫
マ
北
部
ま
き
網
漁
業
側
マ

明
治
大
学
付
属
中
野
八
王
子
中
学
校
・

高
校
生
徒
会
福
祉
委
員
会
｜
校
内
募
金

マ
偏
テ
ィ

l
－
ケ
イ
コ

l
ポ
レ

l
シ
ヨ

ン
代
表
取
締
役
竹
前
康
世
マ
粛
藤
寿
郎

マ
側
中
央
漁
業
公
社
マ

（
公
財
）
海
と

渚
環
境
美
化
・
油
濁
対
策
機
構

O
神
奈

川
県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増

養
殖
研
究
所
横
須
賀
庁
舎
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
横

浜
庁
舎
（
本
所
）

マ

（
一
財
）
日
本
船

員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会
館
（
エ
ス
カ

ル
横
浜
）

マ
横
浜
冷
凍
蜘
マ
久
保
田
化

工
機
鮒
マ
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
等

学
校

O
新
潟
県
マ

（
公
財
）
海
洋
生
物

環
境
研
究
実
証
試
験
場
マ
山
津
水
産
冊

。
富
山
県
マ
丸
中
水
産
鮒
マ
池
田
水
産

『 4河内f可'V"可'V"、

先
日
、
娘
の
小
学
校
行
事
に
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
へ
参
加
す
る
に
あ
た
り

保
護
者
は
事
前
準
備
が
あ
り
、
面
倒

だ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
行
事
は
な
く

て
も
い
い
の
に
：
・
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。ま

ず
初
め
の
難
関
は
小
さ
か
っ
た

こ
ろ
の
写
真
の
準
備
で
す
。
写
真
を

撮
る
こ
と
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い

い
我
が
家
に
は
写
真
が
あ
り
ま
せ
ん
o

N

し
か
も
学
校
行
事
で
何
回
か
提
出
し

、
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
結
果
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ズ
レ

て
撮
影
し
た
白
目
の
写
真
を
提
出
し

ま
し
た
。
次
は
項
目
が
い
く
つ
も
あ

る
プ
リ
ン
ト
で
す
。
書
く
こ
と
が
得

意
で
は
な
い
私
に
は
本
当
に
苦
痛
の

宿
題
で
あ
り
、
何
日
も
手
を
付
け
ず

．
・：
締
切
前
夜
に
や
っ
と
の
こ
と
で
仕

一
上
げ
ま
し
た
。

さ
て
、
行
事
当
日
。
子
供
た
ち
は

発
表
の
順
番
が
回
っ
て
く
る
と

一
人

ず
つ
黒
板
の
前
に
立
ち
ま
す
。
そ
の

横
に
テ
レ
ビ
が
設
置
し
て
あ
り
、
提

.,..,....,...., 

出
し
た
写
真
が
走
馬
灯
の
様
に
写
し

い

だ
さ
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
は
「
将
来

・～

の
夢
」
「
親
へ
感
謝
の
気
持
ち
」
を

A

発
表
し
ま
し
た
。
面
白
お
か
し
く
表

現
し
て
い
る
子
や
照
れ
過
ぎ
て
何
を

占

言
っ
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
子
、
感

日

情
が
強
く
て
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た

ん

子
と
十
人
十
色
で
楽
し
め
ま
し
た

司

し
、
保
育
所
時
代
（
送
迎
時
）
に
毎

日
会
っ
て
い
た
子
供
た
ち
を
久
方
ぶ

り
に
見
る
と
（
特
に
男
の
子
）
成
長

が
す
さ
ま
じ
く
、
時
の
流
れ
を
実
感

で
き
ま
し
た
。

M

さ
て
、
娘
の
順
番
が
回
っ
て
き
ま

A

し
た
。
我
が
子
に
な
る
と
心
配
で
い

』

っ
ぱ
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
普
段
見

N

せ
な
い
顔
で
、
普
段
言
わ
な
い
こ
と

を
伝
え
て
く
れ
、
私
は
号
泣
・
：
。

ω

こ
の
行
事
は
全
国
的
に
浸
透
し
つ

ム

つ
、
か
っ
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
で
て

い
る
と
の
こ
と
・
：
。
で
す
が
私
的
に

は
、
と
て
も
感
動
し
、
子
供
の
成
長
も

い

み
ら
れ
、
改
め
て
子
育
て
を
頑
張
ろ

d

う
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
れ
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
を
す
ご
す
こ
と
が
出

来
て
学
校
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

h

最
後
に
。
お
気
づ
き
の
方
も
い
ら

M

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
参
加
し
た
行

～

事
名
は
「
二
分
の

一
成
人
式
」
で
す
。

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
も
身

近
な
人
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

M

ホ
ン
ワ
カ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
K
）
叫

蜘
代
表
取
締
役
池
田
博

O
石
川
県
マ
石

川
県
立
能
登
高
等
学
校

O
福
井
県
マ
福

井
缶
詰
蜘
マ
福
井
中
央
魚
市
側

O
岐
阜

県
マ
土
田
明
子

O
静
岡
県
マ
蜘
浜
平
漁

業
代
表
取
締
役
山
田
洋
二
マ
三
和
厨
理

工
業
側
マ
沼
津
魚
市
場
側
マ
上
柳
昭
治

マ
森
田
忠

一
一〉
日
光
水
産
蜘
マ
福
久
漁

業
側
マ
福
龍
漁
業
側

O
愛
知
県
マ
J
F

‘ 

共
水
連
愛
知
支
店
。
三
重
県
マ
海
王
丸

漁
業
掛
代
表
取
締
役
社
長
中
村
将
照
マ

山
本
裕
紀
マ
第

一
仙
昌
丸
武
村
仙
博
マ

陶
甚

一
丸
漁
業

O
京
都
府
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
海
区
水
産
研
究

所
宮
津
庁
舎

O
大
阪
府
マ
蜘
う
お
い
ち

大
阪
マ
高
瀬
正
マ
佐
々
木
忠
義

O
兵
庫

県
マ
磯
田
和
志
マ

（
一
財
）
日
本
船
員

羽根募金水色の!! 手をの漁船海難遺児に愛
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厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会
館
（
エ

ス
カ
ル
神
戸
）

マ
吉
岡
修

一
一〉
五
弓
徹

マ
村
瀬
和
夫
マ
大
西
善

一
マ
内
橋
昭
三

O
鳥
取
県
マ
共
和
水
産
鮒
マ
板
倉
高
司

マ
浜
野
茂
夫

O
岡
山
県
マ
岡
山
県
漁
船

保
険
組
合

O
広
島
県
マ

（
一
財
）
呉
海

員
会
館
。
山
口
県
マ
浦
部
久
幸
マ
側
柳

井
魚
市
場
マ
仙
崎
海
上
保
安
部

O
愛
媛

県
マ
愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校

マ一

屋
食
品
脚
。
高
知
県
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
古
満

目
庁
舎
マ
山
田
雄
二
郎
マ
杉
本
幸
貞

O

福
岡
県
マ
側
伊
藤
商
店
マ
蜘
福
岡
魚
市

場
マ
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
福
岡
航

空
基
地

マ
池
田
正
二
マ
北
九
州
水
産
物

小
売
団
体
協
同
組
合

O
佐
賀
県
マ
ユ
ウ

シ
l
ド
東
洋
側
マ
伊
万
里
海
上
保
安
署

マ
蜘
唐
津
魚
市
場
。
長
崎
県
マ
捌
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究

所
五
島
庁
舎
マ
の
ぞ
み
漁
業
側
マ
壱
岐

海
上
保
安
署
マ
海
興
水
産
側
代
表
取
締

役
中
村
栄
治
マ
山
田
水
産
蜘
マ
竹
内
隆

治
｜
香
典
返
し

マ
平
戸
魚
市
側
マ
嗣
五

島
市
福
江
魚
市

O
大
分
県
マ
鮒
佐
伯
魚

市
場
マ
大
分
魚
市
側
マ
大
分
水
産
側
。

宮
崎
県
マ
偏
由
丸
水
産

O
鹿
児
島
県
マ

（平成 27) よだム一
A英~ 

同

お知らせ
ゆび募金（募金型自動販売機）による

2014年12月末までの

寄附金累計額は

934,567円

です。
J 

ご協力ありがとう

ございました。
※ゆぴ募金に関するお問い合わせは事務局まで

( 4) 

ニュ

l
恵
久
漁
業
側
マ
富
元
小
松
マ
枕

崎
水
産
加
工
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
西
村
協
マ
偏
入
枝
海
事
事
務
所
代

表
取
締
役
人
枝
伸
親

〔

1
月〕

O
北
海
道

マ
大
坂
漁
業
側

マ

第

一
管
区
海
上
保
安
本
部
マ
北
海
道
漁

業
調
整
事
務
所

O
青
森
県
マ
八
戸
海
上

保
安
部

O
岩
手
県
マ
蜘
藤
栄
商
店

O
宮

城
県
マ
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
マ
石

巻
海
上
保
安
署
マ
第
二
管
区
海
上
保
安

本
部

O
秋
田
県
マ
秋
田
海
上
保
安
部
マ

秋
田
県
立
男
鹿
海
洋
高
等
学
校

O
山
形

県
マ
小
関
利
昭

O
茨
城
県
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研
究
所
神

栖
庁
舎
（
本
所
）

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢

個
展
開
催
の
ご
案
内

本
会
卒
業
生
で
あ
る
島
尾
敏
之
さ

ん
（

M
）
が
、
東
京
・
有
楽
町
に
あ

る
「
東
京
交
通
会
館
」
に
て
個
展

『｜

僕
自
身
に
生
き
抜
く
｜

「
ア
リ
ガ
ト

ウ」
』
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

敏
之
さ
ん
が
絵
を
描
き
始
め
た
の

は

5
歳
の
こ
ろ
。
以
来
、
毎
日
の
よ

う
に
描
き
続
け
、
小
学
校

6
年
生
の

時
に
は
母

・
抄
子
さ
ん
の
企
画
に
よ

る
初
の
作
品
展
を
開
催
。
そ
の
後

も
、
学
校
や
地
元
の
徳
島
で
定
期
的

に
作
品
を
発
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
は
第
包
囲
朔
日
会
展

に
て
「
最
優
秀
特
別
新
人
賞
」
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
大
好

き
な
猫
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
約
却
点
が

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
開
催
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。
皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※ 11 6 Q 
入時月 間

回目場 I28山
無17 日
料時（

（日
初）

日 i
は 7
13月
時 4
1 日

土

通
。
千
葉
県
マ
側
北
辰
水
産
マ
J

F
千

葉
漁
連
木
更
津
あ
さ
り
事
業
所
／
J

F

富
津

l
自
販
機
売
上

一
部
｜
利
根
コ

カ

・
コ
l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
船
木
更
津
支

店
経
由
マ
柏
魚
市
場
側
マ
飯
村
久
子
。

東
京
都
マ

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
マ

（
一
社
）
漁
業
信
用
基
金

中
央
会
マ
（

一
社
）
大
日
本
水
産
会
マ

榎
本
み
つ
枝
マ
側
全
国
漁
協
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ン
タ
ー

マ
共
同
船
舶
蜘
マ

（
公
財
）

海
洋
生
物
環
境
研
究
所
マ

（
公
社
）
日

本
水
産
資
源
保
護
協
会
マ
水
産
庁
漁
政

部
漁
政
課

・
加
工
流
通
課
／
資
源
管
理

部
管
理
課
・
漁
業
調
整
課
マ
日
本
水
産

側
役
員
従
業
員
マ

（
公
財
）
水
産
物
安

〔
会
場
〕

東
京
交
通
会
館

地
下
1
階

シ
ル
バ
ー
サ
ロ

ン
B

〒
1
0
0
1
0
0
0
6

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町

2
l
mー

1 A
V
個
展
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

島
尾
抄
子
様
（

0
8
0
1
4
0
3
9

1
8
3
6
7
／
会
期
中
は
常
駐
）
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

定
供
給
推
進
機
構

O
神
奈
川
県
マ
山
中

政
志
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
本

部
マ
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
海
洋

生
物
資
源
科
学
科

O
新
潟
県
マ
新
潟
漁

業
調
整
事
務
所
マ
盛
勝
水
産
蜘

O
福
井

県
マ
壁
谷
増
光

O
静
岡
県
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
南
伊

豆
庁
舎
マ
極
洋
水
産
附
マ
静
岡
県
立
焼

津
水
産
高
等
学
校
マ
福

一
漁
業
側

O
愛

知
県
マ
国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
マ
大

東
魚
類
冊
。
三
重
県
マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
南
勢
庁
舎

（
本
所
）

O
京
都
府
マ
大
京
魚
類
船
。

兵
庫
県
マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所

マ
神
戸
水
産
物
小
売
協
同
組
合

O
鳥
取

県
マ
境
港
漁
業
調
整
事
務
所
マ
浜
野
茂

夫

O
島
根
県
マ
島
根
県
立
浜
田
水
産
高

等
学
校

O
高
知
県
マ
大
熊
水
産
附

O
福

岡
県
マ
九
州
漁
業
調
整
事
務
所

O
長
崎

県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海

区
水
産
研
究
所
長
崎
庁
舎
（
本
所
）

マ

長
崎
大
学
水
産
学
部

O
鹿
児
島
県
マ
冨

元
小
松
マ
龍
生
水
産
嗣

〔

2
月〕

O
北
海
道
マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
北
海
道
区
水
産
研
究
所
釧

a八縦ヤた日山現停
宇

.J R有楽町駅（京橋口 ・中央口）徒歩 1分

数生
品主4

+ 奨Bリ県府道者日

路
庁
舎

O
秋
田
県
マ
J
F
あ
き
た
北
浦

総
括
支
所
。
山
形
県
マ
山
形
県
立
加
茂

水
産
高
等
学
校
マ
酒
田
海
上
保
安
部
マ

善
賓
寺
龍
王
講

O
福
島
県
マ
側
儀
助
漁

業
マ
福
島
県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校

。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ
飯

村
久
子
。
東
京
都
マ

（
一
社
）
漁
業
情

報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

マ
鮒
ト
ー
タ
ル

ウ
ェ
ル

マ
鮒
極
洋
マ
掛
日
本
政
策
金
融

公
庫
農
林
水
産
事
業
本
部
マ
水
産
庁
増

殖
推
進
部
漁
場
資
源
課
マ
全
国
青
年

・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会
募
金

O
富
山
県

マ
J

F
く
ろ
べ
｜
自
販
機
売
上
分
｜

ワ

ン
ハ

l
ト
経
由
。
静
岡
県
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
水
産
資
源
研
究

所
清
水
庁
舎
（
本
所
）

O
愛
知
県
マ
愛

知
県
立
三
谷
水
産
高
等
学
校
P
T
A｜

水
高
祭
で
の
パ
ザ

l
収
益
よ
り

O
鳥
取

県
マ
浜
野
茂
夫

O
島
根
県
マ
島
根
県
立

隠
岐
水
産
高
等
学
校

O
福
岡
県
マ
海
上

保
安
学
校
門
司
分
校

O
熊
本
県
マ
熊
本

県
立
苓
洋
高
等
学
校

O
宮
崎
県
マ
伺
高

丸
水
産
代
表
取
締
役
日
高
義
康

O
鹿
児

島
県
マ
冨
元
小
松

O
沖
縄
県
マ
捌
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究

所
亜
熱
帯
研
究
セ
ン
タ
ー

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編

集

後

記

V年度が変わり提出物の多いこの

時期、保護者や奨学生の皆さんか

らお電話によるお問い合わせをた

くさんいただきます。スムーズに

お話をさせていただくためにも、

最初に奨学生番号と奨学生のお名

前をお伝えください。逆に、漁協

や漁連、または本会から直接皆さ

まにご連絡をとらせていただくこ

ともございます。どこぞの怪しい

電話と勘違いされませぬよう、自

宅のお電話や携帯電話に各団体の

電話番号のご登録をお願いしま

す。なお、お忙しい皆さまには、

メiルでのご対応もしておりま

す。ご希望の方は、本会ホlムペー

ジ「お問い合わせ」よりご連絡く

ださい。（M）

結与費竿生 置与翼手生 2014年度第4圃躍用者

部週府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高控生等 小目↑ x学生等 幼児 小学生 gド学生 高位生害 大学生等

北 海遭 6 IO 8 17 41 IO 51 1 2 4 

青 轟 3 5 自 8 

岩 子 8 6 II 26 26 

宮 櫨 7 IO 12 30 30 

執 回

山 R苦 1 

国 自 14 8 5 27 27 

~ 輔

千 車 2 2 3 自 4 12 

東 曹、 2 3 

神 事川 2 5 6 

斬 潟 2 2 2 

富 山

石 Ill 2 2 4 4 

酔 同 2 2 

量 知

園 JI 2 2 2 

亜

吾、 師

大 臨

兵 庫 4 6 6 

拘置山 1 2 2 

島 取 1 2 2 

島 凪

同 I白 1 2 2 

広 島 2 2 1 

山 口 1 3 4 2 6 

植 自 2 

骨 Ill 1 2 3 3 

世 腫 3 1 4 8 2 IO 

高 知 1 2 3 

国 同 1 2 3 

福岡有明海 1 3 3 

住貫主 揖 2 3 5 5 

佐賀帯明海

長 崎 6 4 3 13 13 

大 う｝ 1 2 

構 本 4 7 7 

宮 崎 3 2 6 2 8 

鹿児島 3 3 2 自 8 

沖 縄 4 6 6 

合 It 12 66 94 239 30 269 2 3 6 

本桔与費学生には特別主：居学生を古む．

＊貸与要学生には人学一時金のみの費学生を含む．

＊体宇中の費学生Ii人敢に合ま郎、．

本2014年度第4回揮用者Ii内置である。

の羽根募金水色! ! 手をの愛IB 1-
Jし W』漁 船海 難 遣




